
 

 

 

 

ＮＰＯ法人余市教育福祉村青少年自立支援センタ

ー「ビバの会」ビバハウスは、若者の農業体験を通

じて自立生活への道筋を導くことを目的としており、

この度、年金生活者に対して、副収入としての農業

塾を目指している「風のがっこう」との共同事業を

実施することになった。これは、若年者主体のビバ

ハウスと、豊かな農業指導力量をもつ「風のがっこ

う」との共同により、より幅広い若者の自立支援に

向けた実践を目指すことが可能となる。研究会では、

ビバハウスでの実践報告から、若者自立支援（農業）

と生活困窮者支援の連携の可能性を学ぶことを目的

に開催する。会員、非会員問わずお誘いあわせの上

ご参加願います。 

主  催：北海道地域福祉学会 

後  援：北海道社会福祉協議会 

と  き：2014 年９月 27 日（土）15 時～17 時 

と こ ろ：北星学園大学第２研究第３会議室 

（札幌市厚別区大谷地西 2-3-1） 

テ ー マ：若者自立支援と生活困窮者支援の連携の

可能性 ～ビバハウスの実践から～」 

講  師：ＮＰＯ法人余市教育福祉村青少年自立支

援センター「ビバの会」ビバハウス 

代表 安達 俊子 氏、安達 尚男 氏 

参加定員：２５名  

参 加 費：学生：無料、会員：500 円、 

非会員：1,000 円（当日受付で申し受けます） 

交 流 会：研究会終了後、会場周辺にて交流会を開

催します。参加を希望される方は参加申込書に必

要事項を記入し、当日 3,500 円（予定）を事務局

までお支払い願います。 

参加申込：９月２２日（月）までに、ＦＡＸ、メー

ルフォーム、Ｅメールでお申し込みください。申

込書はウェブサイト（http://www.hacd.jp）から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告】第１回定例研究会を開催いたしました 

７月６日（土）北星学園大学を会場に開催された

第１回定例研究会では、北海道地域福祉学会設立 20

周年企画として「北海道における地域福祉の歴史を

歩む～序章～」をテーマに開催いたしました。北海

道地域福祉学会の設立時のねらいは「実践者と研究

者がともに手をとりあって、現場に立脚した実践的

な調査・研究を進めていくこと」にあり、今も「現

場主義・現場を支援していく」という学会目的は変

わりません。定例研究会では学会設立 20 年を節目

に、北海道における地域福祉の歴史を振り返り、参

加者同士、多くの学びと交流を深めました。 

 

  

  

【報告】地方研究会 in旭川を開催いたしました 

 

７月８日（火）、旭川市社会福祉協議会地域福祉活

動拠点「すずかけ」にて「社会福祉協議会からみる

地域包括ケアの現状と課題」をテーマに、旭川市社

会福祉協議会、酒本俊司事務局長にご講演いただき

ました。当日は学会会員のほか、旭川大学、名寄市

立大学、北星大学から福祉を学ぶ学生も多数参加し、

農村部・郊外地区に着目した住民参加型のまちづく

りの実践から、今後、社会福祉協議会を中心とした

関係機関同士で実践す

る地域包括ケアシステ

ムをどう展開していく

べきか、様々な情報交

換と意見交換が行われ

ました。 

 発行日：2014 年９月１日  編集：北海道地域福祉学会広報委員会（委員長 忍 正人）  

第２回定例研究会のご案内 



【報告】通常総会終了いたしました 

７月６日（日）北海道地域福祉学会 2014 年度通

常総会を開催いたしました。総会では 2013 年度事

業計画案、収支予算案が承認されましたのでご報告

申し上げます。なお、役員改選につきましては、本

年度９月より下記役員体制により学会業務を執行し

て参りますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

北海道地域福祉学会役員一覧 

（任期：2014 年 9 月 ～ 2017 年 8 月） 

 

＜会 長＞  

杉岡 直人（北星学園大学社会福祉学部福祉計画学科 教授） 

＜副会長＞  

白戸 一秀（旭川大学保健福祉学部コミュニティ福祉学科 教授） 

梶  晴美（北翔大学生涯スポーツ学部健康福祉学科 教授） 

＜理 事＞ 

橋本 伸也（藤女子大学人間生活学部人間生活学科 教授） 

富田  彰（北海道社会福祉協議会地域福祉部 部長） 

忍  正人（名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 准教授） 

岡田 直人（北星学園大学社会福祉学部福祉計画学科 教授） 

飯島 紀子（札幌市南区第２地域包括支援センター 社会福祉士） 

篠原 辰二（一般社団法人 Wellbe Design 理事長） 

＜監 事＞  

大内 高雄 （前北星学園大学社会福祉学部福祉計画学科 教授） 

岡部 和夫 （前名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 教授） 

 

【委 員 会】 

＜研究活動委員会＞ 

白戸 一秀（旭川大学保健福祉学部コミュニティ福祉学科 教授） 

梶  晴美 （北翔大学生涯スポーツ学部健康福祉学科 教授） 

木下 武徳 （北星学園大学社会福祉学部福祉計画学科 教授） 

＜編集委員会＞ 

橋本 伸也（藤女子大学人間生活学部人間生活学科 教授 

大内 高雄（前北星学園大学社会福祉学部福祉計画学科 教授） 

岡田 直人 北星学園大学社会福祉学部福祉計画学科 教授 

＜広報委員会＞ 

忍  正人（名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 准教授） 

飯島 紀子（札幌市南区第２地域包括支援センター 社会福祉士） 

篠原 辰二（一般社団法人 Wellbe Design 理事長） 

【事 務 局】 

事務局長 篠原 辰二（一般社団法人 Wellbe Design 理事長） 

事務局員 佐藤 大介（一般社団法人 Wellbe Design 常務理事） 

 

 

▶ 日本地域福祉学会第 29回大会のおしらせ  

次年度、日本地域福祉学会第 29

回大会が宮城県仙台市の東北福祉

大学で開催されます。詳しくは日

本地域福祉学会ホームページをご

覧ください。テーマ等の詳細が決

まりましたら、本会学会ニュース

でもお知らせいたします。 

日 時：2015 年 6 月 20 日（土）・21 日（日） 

 場 所：東北福祉大学（宮城県仙台市） 

 テーマ：「未定」 

Ｈ Ｐ：h t t p : / / j r a c d . j p 

▶ 業務委託や講師等の派遣調整を行います 

 

本学会では、学会役員及び会員の研究活動を社会 

還元するため、各種の業務委託や講師派遣等を実施

しています。 事務局において調整やご相談に応じて

おりますので、各方面への周知協力並びに事業への

ご協力をお願いいたします。 

 

▶ 事務局より 

☑会員状況（201４年８月３０日まで） 

 

【新規入会（敬称略、入会順）】 

松本由美、水口和香子（旭川市末広・東鷹栖地域

包括支援センター）、谷口睦子（北星学園大学社会

福祉学部研究科修士１年）、磯部ゆかり（北海道ハ

イテクノロジー専門学校）以上４名。 

（現会員数：121 名） 

☑学会費の納入をお願いします 

学会規約に基づき会費は年額 5,000 円、会費を 2

年以上滞納した会員は理事会にて退会したとみなす

ことができると定められておりますが、より多くの

会員の皆様と共に北海道の地域福祉研究を推進する

ため、会費の納入にご協力をお願いいたします。  

ご連絡がない状態が続きますと退会となり、再び

会員登録を行う際には未納分の納入をご依頼するこ

ととなりますので、ご注意願います。 

☑会員情報の変更をご連絡ください 

新年度に入り、勤務先や所属先、役職等、会員情

報登録に変更があった場合は、事務局にご連絡をお

願いいたします。会員情報の変更用紙は学会ホーム

ページよりダウンロードが可能です。 

☑ 2014 年度学会行事予定 

・第２回定例研究会：９月 27 日（土）北星学園 

・全道研究大会  ：11 月８日（土）場所未定 

・第３回定例研究会：２月 21 日（土）場所未定 

 

□事務局（事務局員：篠原・佐藤） 

〒004-0022 札幌市厚別区厚別南２丁目７－２８ 

一般社団法人 Wellbe Design 内 

ＴＥＬ：０１１－８０１－７４５０ 

ＦＡＸ：０１１－８０１－７４５１ 

Ｅメール：info@hacd.jp 

URL：http://www.hacd.jp 


